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■氏名 ：窪田 賢一
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：生産性向上・経営改善

提案に加えて、事業者様と経営課題を共有するこ
とが経営支援において最も重要であると考えてい
ます。小規模事業者ではありますが、今後も先進
的な取組みを積極的に実行されていくことを期待
しています。

富山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、自家製天然酵母菌や小矢部産大豆を使用した「心と体にやさしいパン」を販売するとともに、障が

い者を積極的に雇用している。今後大手スーパーへの販路拡大を目指しているが、「パンの分割・丸め工程」で
の作業が遅く、品質が安定しないため、大量生産が実現できずにいた。そこで生産工程における新規設備導入
の検討と、導入に向けての実施体制づくりについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関によるヒアリングと工場見学を踏まえ、現状の生産体制では大量生産の実現は難しく、「先端設備」を活
用した生産体制の構築が必要であると判断した。そこで新たな生産体制構築や生産性向上に関する支援経験が

豊富で、「先端設備」導入による費用対効果や収支面からの投資判断についての指導が可能な本専門家に依頼し
た。

分割・丸め工程の様子

■専門家による具体的な支援内容

新規設備の導入により、ボトルネックである分割・丸め工程を自動化することで、生
産性向上と品質安定化を図る生産体制構築を提案した。また、自動化により生み出さ
れる作業余力を他のより重要な工程に配分したり、新製品開発におけるアイディア創
出など、企画作業等の付加価値の高い作業や商品陳列、包装等、エンドユーザーによ
り近い工程を任せることで、従業員の自立心を芽生えさせ、障がい者の尊厳の確保に
努めるよう助言した。
併せて、金融機関・商工会担当者とともに事業計画を精査し、経営力向上計画・先端
設備等導入計画作成についても助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJXwcQAG?advisor_field_id=

販売戦略を実現する為の効果的な手法が専門家の支援により明
確になりました。これまでは障がい者就労支援として社会的貢
献を実現するに留まっていた為、今回、機械を導入し、生産体
制の見直しを図ると同時に、工程の自動化で捻出した作業余力
を活用し、様々な取組み・施策ができる事について具体的なア
ドバイスをいただき、今後の事業展開を着実に推し進めていく
において非常に参考となりました。
今後も先進的な取組みを積極的に実行し、当社自慢の高付加価
値パンをより多くの人達に知っていただけるように努めます。

支援により、生産性向上・品質安定化に向けて取組む事が明確になった。設備導入による分割・
丸め工程の自動化により作業時間が5分の1になり、300%の生産性向上だけではなく、大量生産
実現にともなう売上拡大により、従業員の平均工賃向上も可能となる。また、経営革新計画・経
営力向上計画・先端設備等導入計画の策定により、設備導入時の税負担軽減が見込めることか
ら、収益力向上と資金繰りの安定化が期待できる。 店名を商品名にした

自慢の「ふっくらん」

る・ふっくらん

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成28年
■住所 ：富山県射水市八塚282-2
■企業概要：自家製天然酵母菌等を使用した

パン商材の提供と障がい者の就労支援

工程自動化による生産性向上と障がい者工賃向上を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

新湊信用金庫

窪田 賢一 氏

しんきん「とやま」ビジネス応援
プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

もの
づくり
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■氏名 ：山崎 英樹
■保有資格：フードアナリスト
■専門分野：新規開業創業支援・経営改善・

人材育成

商店街の中でも歴史と圧倒的存在感の老舗店が新
たな挑戦をするということで、「和カフェ」を意
識したコンセプト構築とメニューを提案いたしま
した。まだまだ変化しながら成長する可能性を秘
めたお店です。

石川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は江戸時代に創業してから160余年、海産物等を扱う老舗乾物店である。一昨年から経営者自ら「そば」
を打ち、店内で提供していた。その味が評判となり、そば目当ての来客が徐々に増えてきたため、店舗内に本

格的に「そば屋」を開業したいと考えた。しかしながら、飲食業の経験がないことに加え、店舗づくりのノウハ
ウもないため、「そば」による集客力アップをめざすべく、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、店舗の方向性が曖昧であることがわかった。店舗コンセプトや商品コンセプト

（メニュー案）づくりの指導と、リスクを最小に抑える開業コンサルティングが必要であると判断した。そこ
で、飲食店開業に精通し、フードコンサルタントとして支援実績が豊富で、当地の事情にも詳しい本専門家に
依頼した。

かつおぶし飯セット

■専門家による具体的な支援内容

まず始めに、経営者が想定している「店のウリ」、「メニュー案」、「価格設定」、「ター
ゲット客層」を整理して、店のコンセプトを明確にするよう助言。コンセプトシートを
作成することで、他の「そば屋」と差別化する店舗設計やメニュー作りを支援した。そ
の結果、歴史のある町屋や趣き豊かな古い蔵をリノベーションして飲食空間とするこ

とや、「だしソムリエ」による「だし」のうまさをお客様に体感してもらえるメニューを
提案。店舗設計士に店舗コンセプトを共有し、設計・デザイン・工期決定を最優先で

進めること、「そば」以外のメニューも追加して、幅広い層へアプローチできるように
することを指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dpWnyAAE

乾物店として創業の当店では、その成り立ち
を活かすため本格的に蕎麦を活用した店舗づ
くりを目指そうと考えました。飲食店運営の
ために必要なこと、その方法に関してどのよ
うに展開すればよいか悩んでおりましたが、
今回専門家の方のお話をお聞きし、今後の展
開が見えてきた様に思います。

10月15日、7人の客席を11人に増やし、メニューも3品から10品以上に大幅拡充
し、リニューアルオープンすることができた。初日から「そば」目当てのお客さ
まの来店があり、来客数が2倍となった。さらに「そば」を動機に来店したお客
さまの3割が海産物をお土産に購入するという相乗効果も見られた。また事業計
画書を作成し、本業とは別に「そば店」単独としても採算が見込めるようにして
いる。

だしソムリエ

有限会社 ふる里の味すみげん

■業種 ：食料品販売
■従業員 ：5人
■資本金 ：10万円
■創業 ：嘉永年間創業
■住所 ：石川県小松市三日市町9
■企業概要：珍味や佃煮、海産物などの販売

コンセプトを明確にしたそば屋開業を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 北國銀行
構成機関

山崎 英樹 氏

かが能登かなざわ中小企業支援
プラッフォーム

専門家

地域PF

ふぐの子アイス

経営
革新
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■氏名 ：西山 晃
■保有資格：BCAO認定事業継続主任管理者
■専門分野：BCP策定、BC訓練

BCP策定においては経営者の理解が最も大切で、
本企業は経営者がBCP策定検討会に必ず参加さ
れ、事業継続戦略を立てた所が評価されると考え
られる。

岐阜県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和50年に設立し、事業も順調に拡大して大手企業との取引も増えてきた。本企業の独自技術を用
いた製品は他社では生産できないものもあり、災害時でも取引先への供給責任を果たす必要性が高まってい
た。最近では日本各地で災害が頻発しており、大手企業からは災害時の供給体制に関する問合せが相次いでい
た。本企業はBCPを策定する必要性に迫られており、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のCoが本企業を訪問。経営者へのヒアリングと工場見学により、建物や設備について災害時の懸念事
項が明確になった。大地震発生時は取引先への供給責任が果たせなくなる可能性が高いことを確認し、不測の
事態が発生した場合でも従業員の生命と雇用を守り、企業責任を果たせるようにBCPの策定支援経験の豊富な
本専門家に依頼した。

金型保管棚と安全対策

■専門家による具体的な支援内容

本企業へのBCPアセスメントを実施し、現状で災害対応ができていることとできてい
ないことを確認した。その後、経営者自身によりBCP策定の背景や基本方針を考え、
BCP策定メンバーを社内より4人選出。全社員を集めてBCPキックオフを行った後に、
BCP策定メンバーでビジネスインパクト分析、リスク分析を行い、重要業務と目標復
旧時間を決定した。この目標を達成するために事業継続戦略を立案し、各種対策案を
一覧表にして、対策期限、対策実施担当者を明確にした。BCP策定後はBCPの実効性
を上げるために継続的な教育・訓練が必要であることを説明した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjUjAAJ

当初BCP策定に取り組もうと考えたのは、大手得意先様数社よ
り問い合わせが有った事がきっかけでした。先生にご指導いた
だくなかで、防災を含め、BCPの重要性を知ることが出来まし
た。従業員の生命、安全、雇用を守る為に課題抽出、対策実施
等を実施していかなくてはならないと考えます。
また、得意先様には供給責任を果たすべく、災害時BCPが確実
に機能する様、教育訓練を実施して行く必要性を理解できまし
た。

BCP策定での文書体系として、1：防災マニュアル、2：BCP、3：非常時行動計画書の3つに分
けて作成。防災マニュアルとBCPは完成し、第１版発行となった。非常時行動計画書について
は、引き続き作成中である。BCP策定過程で行ったビジネスインパクト分析により、本企業の現
状のビジネス内容が明確になり、BCMという観点からも、平時での業務の見直し、改善（多能工
化、企業間連携など）にもつながることが期待できる。レジリエンス認証取得を目指し、今後さ
らなる企業価値の向上が見込まれる。 BCP第1版

株式会社 トーヨーパック

■業種 ：製造業
■従業員 ：60人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和45年
■住所 ：岐阜県関市下有知2625-8
■企業概要：真空圧空成形による各種トレー等の

製造販売、及び企画・設計

災害発生時に企業責任を果たすためのBCP策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

(公財)岐阜県産業経済振興センター
構成機関

西山 晃 氏

岐阜県中小企業支援プラットホーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：栗田 康代
■保有資格：生涯学習開発財団認定ビジネスコーチ
■専門分野：経営理念、ビジョン、経営計画策定、

事業承継、組織創り等

愛知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和48年に先代が創業し、平成26年に現在の代表が事業承継した運送業者である。これまで事業は
順調に推移してきたが、平成28年に代表の実弟が新会社を設立し、そこに事業の一部が譲渡されたことによ
り、本企業の売上が半減してしまった。一方で、代表の実子へ事業承継することを目標とし、本企業の事業の
改善と共に、実弟の保有株式29％を実子に譲渡し、代表の保有株式と併せて過半数を確保することが急務の
課題となり、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点担当Coが、業績の現状及び自社株式の持ち分調整について詳細にヒアリングしたところ、会社の経営
資源や競争力の現状を踏まえた経営基盤を確立できるような経営改善計画を策定し、また自社株式持ち分の調
整については、実弟からの譲渡の同意、他の大株主の同意、取締役会や株主総会の機関決定等の勘案法的支援
が必要と判断した。法的支援は弁護士に依頼し、経営改善計画及び事業承継計画策定の支援については、認定
支援機関として豊富な実績のある本専門家に依頼した。

経営改善計画相談風景

■専門家による具体的な支援内容

本企業の現状分析を実施し、5ヶ年中長期の経営ビジョンを決定。売上高や利益等の数
値目標を設定し、目標達成に向けた具体的なアクションプランを策定するため、後継
者になる実子にも参加してもらい、5年後の事業承継を見据えた経営改善計画策定を提
案した。また、自社株式の持ち分調整による経営権や財産権の確保については、弁護
士に相談して法的手続を進めるよう提案した。そして代表者の交代時期、後継者教育
の実施等、計画的な事業承継が出来るよう事業承継計画の策定を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2SYPAA2

今回の支援を通して、自分たちではできない自社株式の持ち分
調整の考え方、手続きや、今後の事業の方向性や事業承継につ
いて、息子と真剣に話し合う場を持つこともできました。今ま
では、成り行き任せの経営方針できましたが、よろず支援拠点

経営改善については、国の支援事業である「早期経営改善計画策定事業」を活用し、受注先ごと
の粗利益額を明確にして、間接経費の配賦を実施。取引採算状況を見える化し、赤字受注となら
ないように根拠を明示した価格交渉に入ることができた。また、取引金融機関の指導を受け、
5ヶ年収支計画をベースにした借換融資が実行され、資金繰りも安定した。自社株式の調整も順
調に実行され、代表者と後継者で58％の保有となり、経営権の確保もできた。社内で実施した、
経営ビジョン発表会を通して、経営改善計画や5年後を目標とした事業承継計画を社員と共有で
きたことが大きな成果となった。

経営陣一同

三弘運輸 株式会社

■業種 ：運輸業
■従業員 ：25人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和48年
■住所 ：愛知県名古屋市西区上小田井2-354
■企業概要：小型貨物運送、給食配送

早期経営改善及び実子への事業承継計画の策定と社内共有

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

栗田 康代 氏

愛知県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

専門家支援を通して、社長、後継者と一緒に経営
改善計画、事業承継計画の策定ができ、社長の想
い・考え方を後継者、社員の皆さんが共有し、計
画達成に向けたモチベーションアップに繋がっ
た。

や金融機関、専門家が一体となって、ご支援をいた
だいたことにより、経営者としてやるべきことが
ハッキリし、経営者としての意識が大きく変わりま
した。社員に対しても、息子と作った経営改善計画
の共有ができ、とても嬉しく感謝しています。

事業
承継
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■氏名 ：服部 功
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：事業承継、経営革新

支援の際は、後継者の思いや当社の強みを十分踏
まえ、資金・設備・人員等の点で無理のない計画
の作成を目指した。本支援の実施により、その後
の補助金申請もスムーズに進んだ。

愛知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

当企業は大正11年に創業した各種写真台紙及び婚礼用アルバム製造販売を手がける企業である。代表者が高
齢であり、事業承継が急務の経営課題となっている。後継者は、営業活動のかたわら新事業を自ら企画するな
ど、経営に前向きに取り組んでいる。そのため、事業承継を視野に入れながらの中長期的で実現可能な事業計
画の立案に関する助言を求めて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、事業承継をスムーズに実現するためには、経営課題解決策と中長期的な
事業計画策定支援が必要だと判断した。そのため、中小企業診断士の資格を有し事業承継による経営計画作成
の支援実績が豊富であること、一貫した継続指導のために、具体的な承継課題への助言が期待できることを要
件として、本専門家に依頼することとした。

想い出を彩る
オーダーメイド台紙

■専門家による具体的な支援内容

まず、新規事業である写真館業務管理システム「フォト君」の販促支援に関する
事業計画書を作成し、それを踏まえ、既存事業と融合させた事業承継計画の作成
という二段階での支援を実施した。新規事業に関しては、製品の内容を精査し、
競合状況、投資計画、販路の検討、売上高や利益の定量的な目標設定、また展示
会出品を含む販促計画の検討を行った。事業承継計画作成については、事業者の
資産状況の確認を行い、既存事業と新規事業を平行して進める中で、地位、経営
権や取引先との関係について徐々に移管をしながら、5年後の承継を目指した計
画を完成させた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTlAAJ

事業計画の売上等の数字の積み上げについて、経営課題へ
の提案が分かりやすく納得でき、支援全体に大変満足でき

た。論理的でわかりやすい指導により、事業承継計画を完成
することができ、今後の企業の発展にとって、とても重要な
ものとなった。

デジタル化の進歩が著しく、経営そのものが困難になってきている写真館市場において、新
規事業の販路開拓や広告宣伝に関するアドバイスにより、今後の事業展開の目処が立ち、新
規顧客の獲得にもつながった。5年後の完了を目指した事業承継計画のなかで、これまで90
年以上続けてきた既存事業と今後を見据えた新規事業を徐々に入れ替えていくことで、あわ
せて代表者の交代を徐々に進めながら、事業の主軸をシフトさせていくという、将来的にも
展望のある事業承継計画となった。

新たに開発した写真館
業務管理システム

有限会社 舘

■業種 ：製造業
■従業員 ：10人
■資本金 ：600万円
■創業 ：大正11年
■住所 ：愛知県名古屋市瑞穂区白砂町4丁目88
■企業概要：各種写真台紙及び

婚礼用アルバ ム製造販売

中長期的経営力強化計画に基づく事業承継支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

東郷町商工会
構成機関

服部 功 氏

あいち中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：金谷 和典
■保有資格：行政書士
■専門分野：農商工連携等

全国的な違法営業の広がりから民泊に不安を抱え
ていた創業者に、民泊制度の意義を説明し、適法
な民泊運営が創業者に経済的利益、南伊勢町に観
光的利益をもたらすことをアドバイスしました。

三重県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は三重県南伊勢町の特産品であるヒオウギ貝（あっぱっぱ貝）の専門商社である。過疎高齢化が進む漁
業の町のPRを事業目的として、平成22年に当時58歳の女性により創業された。まだ知名度は低いものの、地
域の特産品であるヒオウギ貝の卸売・加工品販売をおこなっており、また一方で飲食業の許可を取得し、地域
を訪れる方々に、ヒオウギ貝弁当などを販売している。現在、飲食店舗と食品加工場を兼ねている一軒家の客
室が空いているため、飲食施設とあわせた住宅宿泊施設（民泊施設）としての活用を考え、当機関に相談が
あった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関で事業者へのヒアリングを実施し、あらかじめ新しい住宅宿泊事業法に関する情報を収集のうえ検討。
制度の概要、制限事項などについて、相談者目線で支援していただくことができ、行政への申請経験が豊富
で、建築関係など関係業務の法令にも精通している本専門家に依頼した。

ヒオウギ貝

■専門家による具体的な支援内容

住宅宿泊事業を行うにあたり、制度全般についての概要、特に法令の文面からでは読
み取りにくい注意事項について説明した。具体的には宿泊施設と学校施設との距離に
よる制限や、飲食施設との併設に対する考え方、また水質汚濁防止法や消防法による
届出などを説明し、それらの要件をクリアし認可を受けることで、飲食・宿泊施設と
して営業できる見通しを示した。制度の概要を体系立ててご説明し、関係法令の対処
について「何の目的で求められているか？」を明確にしたことで、最後まであきらめ
ずに対処していただけたものと考えます。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000013ty17QAA

過疎高齢化で、明るい話題に乏しい南伊勢町を元気にしたいと
いう一心で民泊開業を決意。還暦を過ぎてのチャレンジを通じ
て、私たちでもできたということが大きな自信に繋がりまし
た。認可後2ヶ月で延べ43人の方にご利用いただき、最寄駅か
らバスで1時間30分以上かかる陸の孤島と言われる地域にフラ
ンス・オランダ・ドイツ・中国の方に来ていただき驚いていま
す。将来、今の事業をどなたかに引き継いでいただきたいとの
意欲が出てきました。

事前に情報を収集し、行政の窓口にも問合せを行い、制度の概要をリサーチ。営業制限区域の詳
細と制限の内容や、既存事業の飲食業と民泊施設の調理場の分離の考え方、浄化槽の確認の仕方
についてアドバイスをいただいた。周辺施設・住民への説明についてもご指導いただき、飲食・
宿泊施設として無事開業することができた。開業以降トラブルも無く、民泊向けウェブサイトな
どを通じて海外からの旅行者にもご来訪いただき、今後もさらなる来訪者数の増加が見込まれ
る。 宿泊施設

アッパッパ屋

■業種 ：魚介類販売業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成22年
■住所 ：三重県度会郡南伊勢町神前浦206
■企業概要：ヒオウギ貝加工販売業

過疎高齢化の町の遊休資産を活用した民泊開業支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

南伊勢町商工会
構成機関

金谷 和典 氏

三重県商工会地域プラットフォーム

専門家

地域PF

創業


